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第２２回地球環境大賞「日本経済団体連合会会長賞」受賞 

宇部興産株式会社 

宇部興産株式会社（社長：竹下道夫）は、このたび、フジサンケイグループが主催する「第２２回

地球環境大賞」において、「日本経済団体連合会会長賞」を受賞しました。 

 今回の受賞は、「『調色樹脂リサイクル技術』による再生プラスチックの有効利用」が高く評価され

たものです。当社としては、第１５回のフジサンケイグループ賞に続く２回目の受賞です。 

 

原油価格の高騰、廃棄物処分場の逼迫や温室効果ガスによる地球温暖化など、今、環境に関する課

題が山積しています。 

国内の廃プラスチック処理についても、リサイクルされずに、焼却処分や埋め立て処理されるケー

スが多く、環境への影響が懸念されています。また、新しく生産される材料の大量消費は、限りある

資源の枯渇にもつながっています。 

宇部興産では、プラスチックの中でも家電や自動車向けに多く使われているポリプロピレンの廃材

を、黒色に限らず様々な色に再着色するだけでなく微細な異物を見えにくくする独自技術と、材料の

配合設計により、新品のポリプロピレンと同等の物性を発揮する技術「リサイクルコンパウンド」を

世界に先駆けて開発しました。 

この当社独自の技術により、今まで再利用されていなかったポリプロピレンをお客様の用途・製品

の要求特性に合わせて提供し、洗濯機・冷蔵庫など家電の部材や自動車の内外装材に再利用すること

が可能になりました。 

今では、大手家電・自動車メーカーの再生材使用率アップに併せ、当社の「リサイクルコンパウン

ド」（製品名：ＵＢＥ－コンポジット®）の採用が相次いでいます。 

 

授賞式は４月２２日に明治記念館にて執り行われる予定です。 

 

 宇部興産は、これからも「リサイクルコンパウンド」をはじめとする環境貢献型事業の拡大を図り、

循環型社会及び低炭素社会構築への貢献を更に推進してまいります。 

●地球環境大賞について 

地球環境大賞は１９９２年、「産業の発展と地球環境との共生」をめざし、産業界を対象とする

顕彰制度として、世界自然保護基金(WWF)ジャパンの特別協力を得て創設されました。 持続可能

な社会の実現に寄与する技術・製品開発、環境保全活動・事業の促進と２１世紀の社会システム

の探求、地球環境保全に対する意識の一段の向上を目的としています。詳しくは「地球環境大賞」

ウェブサイト（http://www.fbi-award.jp/eco/index.html）をご覧ください。 
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